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本リリースノートには、D-Link製スイッチのファームウェアಌ新に関する重要な情報が含まれています。ご
使用のスイッチに対応するリリースノートであることを確認してください。 
- 新しい DSR シリーズにインストールをষう際には、デバイス本৬上のঁードウェアバージョンの表

示を確認し、ご使用の DSR がファームウェアのシステム要件を満たしていることを確認してくださ
い。ファームウェアとঁードウェアの൩ఌ性についての詳細情報は、“厭ಌ၎ഄとシステム要件”の項
を参照してください 

DSR シリーズに関する詳細な情報が必要な場合は“ユーザマニュアル”を参照してください。 
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厭ಌ၎ഄとシステム要件： 
ファームウェアバージョン リリース日付 モデル ハードウェアバージョン 
Runtime：R2.02BD02C 2015/12/11 DSR-1000 A1G 

 
 

注意事項： 
1. DSR シリーズは 3G 機能をサポートしておりません。 

 

2. DSRシリーズは、BGPルーティングをサポートしておらず、CVE-2004-0230の影響を受けません。 
 

3. Microsoft Windows XP は DSR ルータの USB ストレージへのアクセスに関して、制限事項があります。
Windows XP 環境での制限を解除するために、D-Link ではレジストリスクリプトファイル（winxp.reg）
を提供しています。このスクリプトファイルを適用しない場合には、Windows XP から USB ストレージ
へのファイルのコピーはできません。（この制限は、USB ストレージからWindows XP へのファイルのコ
ピー時には発生しません） 
 

4. 1.04B58 以ఋ、新しいユーザデータベースアーキテクチকがৰಎされています。新しいユーザデータベー
スはよりල౐かつ卟௴的に匏用できます。DSR のファームウェアを 1.04B58 以ఋにアップグレードする
際は、DSR は古いデータベースでのユーザを新しいものに自動的にマージします。しかしながら、1.04B58 
から古いファームウェア（୻：1.03B43）にダウングレードする場合には、新しく作成したユーザ、ファ
イアウォールルール及びアプリケーションルールは削除され、前のファームウェアで設定されたユーザ、
ファイアウォールルール及びアプリケーションだけを保持します。 
注意：古いバージョンにファームウェアをダウングレードする場合は、リカバリのため、設定ファイルを
バックアップしておいてください。 

 

5. ファームウェアをダウングレードする場合は、アップグレードする場合よりもシステムの再起動に時間が
かかります。また、ダウングレードでは、コンフィグを維持することができませんので、ダウングレード
した際は、リセットし、再設定をষってください。 

 

6. DHCP予約 IPアドレス機能が、「DHCP IPプールの範囲内」をサポートするようになりました。 
取得済みの古い DHCP予約 IPアドレスは、今後も有効です。新規で DHCP予約 IPアドレスを作成する場
合は、新しい動作に従って作成されます。 

 

7. 1.04から 1.06以ఋのファームウェアにファームアップをষった場合、一部の設定が匂きಲがれない場合
があります。ファームアップ後に設定内容をご確認ください。 

 

8. RADIUS/LDAP/AD/POP3を含む外部データベースを通して SSL VPNユーザを認証するには、ローカルユ
ーザデータベース内と同じユーザ名؞パスワードで、ଵ৶঻がユーザアカウントを作成する必要がありま
す。 
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9. PPPoE経由でファームウェアアップグレードする際は、R1.08B51もしくは R1.09B61以外のファームウ
ェアからのアップグレードはできません。また、PPPoE経由でファームアップする場合は、Firefox41.02
以ఋを使用し、Firefox上で必ず JavaScriptを無効にしたうえで、添付の R1.09B61Rを経由したアップグ
レードが必須となります。 
（R1.08B51 or R1.09B61＝＞R1.09B61R＝＞本ファームウェア） 

   ※JavaScript無効方法 
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USB ストレージへの自動バックアップ/リストアの設定に関して： 
D-Link DSR ルータは、USB デバイスが挿入されている間は、自動的に設定のバックアップもしくはリスト 
アに対応しています。次の情報は、バックアップ/リストアをৰষするための厬件となります。 
 

 

1. 本ルータの設定では、USB ドライブが挿入されるとすぐに自動的に USB ドライブにバックアップをষい
ます。既に存在する DSR ルータからのバックアップ設定ファイルを持っていない USB ドライブには、
「<モデル名>_<シリアルナンバー>.cfg」という形式でバックアップファイル名が提供されます。 
 

2. ルータのシステム LED は、バックアップ操作が開始されることを示すために橙色に 3 回点滅します。 
 

3. USB ドライブの設定ファイルは、ユーザが手動で WEB GUI のどのページにもある“Save Settings”ボタ
ンをクリックし、USB ドライブに既に存在するファイルとルータのモデル名及びシリアルナンバーが一致
するとಌ新されます。 

 

4. リブートの場合においては、ルータは現在の設定ファイル（<モデル名>_<シリアルナンバー>.cfg）を確認
します。もし設定ファイルが検出されれば、USB ドライブの設定ファイルはルータにリストアされます。
正しいフォーマットの設定ファイルが接続された USB ドライブの両方に存在する場合、最初の USB ド
ライブの設定ファイルをルータのリストアに使用します。 
 

5. USB ドライブは各モデル名にたいして、<モデル名>_<シリアルナンバー>.cfg のフォーマットで１つのみ
設定ファイルをもつことが可能です。 

 

6. USB ドライブを卋場出෰時状態のルータに挿入し、リブートをষった場合、ルータに既にカスタマイズさ
れた設定ファイルが存在しない時には、バックアップファイルは保存されません。ユーザが手動でWEB 

GUI のどのページにもある“Save Settings”ボタンをクリックすると、カスタマイズされた設定ファイルが 
USB ドライブに保存されます。 
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WEB GUIを使用したアップグレード手順： 
1. システムの IPアドレスを指定してルーターにアクセスします。 

デフォルトのシステム IPアドレスは 192.168.10.1です。 

       

 

2. ログイン画面で、「Username」と「Password」を入ৡ → 「Login」をクリックします。 
初期状態の「Username」と「Password」は、「admin」です。 

       

3. TOOLS > Firmware の順にメニューをクリックし、以下の画面を表示します。 

       

 

4. 「参照」ボタンをクリックしてファームウェアイメージの場所を選択し、 
「Upgrade」ボタンをクリックします。 

 

5. 確認画面が表示されるので、「OK」をクリックします。 
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6. ファームウェアアップデートのステータスが表示されます。 

       
 

 

7. アップデート後、再起動がষわれます。再起動রは以下の画面が表示されます。 

       

 

 

注意：ファームウェアのアップデート中および卭କ動中に匰౺を卲ैऩいदऎださい。卭କ動中に匰౺を
卲ॊとؚକ動にଷ反しؚକ動दऌऩऎऩॊऒとऋँॉऽघ。௛௽の募౤とऩॉऽघのदؚओ注意ऎ
ださい。 

 

8. 再起動౥വ後にログイン画面が表示されます。 
ログインし、ファームウェアがアップデートされたことを確認してください。 
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追加機能： 
ファームウェア
バージョン 

追加機能 

V2.02BD02C 

1. WebUIのデザインを刷新いたしました。 
2. SSL VPNが外部認証データベースをサポート致しました。 
3. すべてのサブネットでの DHCP範囲をサポート致しました。 
4. WANでのシングル VLAN IDをサポート致しました。 
5. 特定の IPもしくは VLANを使って GUIにアクセスすることが可能になりました。 
6. OpenVPNを強化致しました。（LANサブネットは OpenVPNサーバのネットワー

クとして設定されることが可能） 
7. 外部 HDDを最大 2TB HDDまでサポート致しました。 

 

 

修正した問題点： 
ファームウェア
バージョン 

修正した問題点 

V2.02BD02C 

1. ポートフォワーディングに関する問題を修正致しました。 
2. ヘルプコンテンツを強化致しました: WAN IPアドレスは、プライマリ/セカンダリ DNS 

サーバ IPアドレスとして設定されていてはいけません。 
3. コモンネームのない CA証明書のインストールを許可しないように致しました。 
4. ブロックキーワードや、DSRによりエクスポートされた許可済み URL CSVファイル

をインポートできない問題を修正致しました。 
5. すべてのトラフィックがプロトコルバインディングで特定のWANポートに向けられ

た場合、PPTPクライアントが LAN PCにアクセスできない問題を修正致しました。 
6. HTTPサーバが外部 IPの代わりに、DMZの内部 IPをৄることができる問題を修正致

しました。 
7. ファームウェアバージョン 1.09で、OpenVPNサーバとして DSRを設定できない問題

を修正致しました。 
8. CLIを介して正しいCIDRサブネットマスクを受け入れることができない問題を修正致

しました。 
9. 同じサービスだが౮なるスケジュールを持ったファイアウォールルールを設定できな

い問題を修正致しました。 
10. WANポートで VLANと QoSを使用した際、TOSビットが失われる問題を修正致しま

した。 
11. SIPプロキシが LAN上に存在する場合、LAN側のクライアントの音声が聞こえない問

題を修正致しました。 
12. PPTPパススルーが、PPTPファイアウォールサービスより高いプライオリティをとる

問題を修正致しました。 
13. IPSecパススルーが、IKEアウトバンドファイアウォールより高いプライオリティをと

る問題を修正致しました。 
14. LANクライアントページを開くのに時間がかかる問題を修正致しました。 
15. 自己証明書要求ページで閲覧ボタンをクリックした際、"date to supply to CA"欄が空欄

になる問題を修正致しました。 
16. サーバ IPアドレスの設定を削除した後も、シスログサーバにログを送信し続ける問題

を修正致しました。 
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17. 設定された送信出ৡと表示される送信出ৡが一致しない問題を修正致しました。 
18. トランスペアレントモードがWAN2で動作しない問題を修正致しました。 
19. WindowsXPの USBストレージ問題を修正致しました。 
20. PPTPおよび L2TPサーバのヘルプページにおいて、"Response to Ping"についての記

載を追加致しました。 
21. 別のデバイスからエクスポートした設定ファイルをインポートした場合、IPSecトン

ネルが確য়できない問題を修正致しました。 
22. スケジュールによるファイアウォールルールの問題を修正致しました。 
23. OpenSSL 2014-3569、2014-8725の脆弱性を修正致しました。 
24. IPv6 LAN設定ページでステートフルモードを選択した場合、プレフィックスশオプシ

ョンが自動で隠れない問題を修正致しました。 
25. LAN DHCP予約 IPを設定した後、DNSホスト名マッピング情報を加えた際エラーが

出る問題を修正致しました。 
26. CVE-2015-0291/CVE-2015-0204の脆弱性を修正致しました。 
27. RTPの NATループバック応答が遅い問題を修正致しました。 
28. WANステータスページでPPPインタフェースで IPv6 IPを表示しない問題を修正致し

ました。 
29. IPv6 PPPoE ISPでWANを設定した際、IPv6ネットワークを介して HTTPトラフィッ

クをৰষできない問題を修正致しました。 
30. WAN IPv6 PPPoE設定を適用した後、インターネットにアクセスできない問題を修正

致しました。 
31. 再起動後プレフィックスデリゲイション情報が失われる問題を修正致しました。 
32. IPv6ネットワークを介してWindowsクライアントからWANホストに Pingした際ロ

スが発生する問題を修正致しました。 
33. WANインタフェースが LANタグを持つことができない問題を修正致しました。 
34. IPSが有効の場合、特定のWebサイトにアクセスできない問題を修正致しました。 
35. ”newfd :-1 err:4:Interrupted system call”ログを表示することがある問題を修正致しまし

た。 
36. 同時セッションが大୤に発生した場合に、インターネット接続がর友されることがあ

る問題を修正致しました。 
37. サービスを持つ 2つのプロトコルバインディングルールを作成できない問題を修正致

しました。 
38. NATループバックの SIPレジスターシーケンスが正しくない問題を修正致しました。 
39. 2015ফ 9月 4日で SSLVPN JAVAインストーラの証明書が期限卲れになる問題を修正

致しました。 
40. DHCPリレーが VLANを介して動作しない問題を修正致しました。 
41. PPPoE回線経由でファームアップデートができない問題を修正致しました。 
  （PPPoE経由では、R1.09B61および R1.08B58から R1.09B61Rを経由した本ファ

ームへのアップデートのみが可能です） 
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既知の問題： 
ファームウェ
アバージョン 

既知の問題点 

V2.02BD02C 

1. WANスピルオーバモードにおいて、WAN2がアクティブになるトリガがない場合、イ
ンターネットからWAN2への L2TPおよび L2TP over IPSecを確য়することができない
問題。 

2. WinXP.reg  スクリプトファイルを適用後、ルータはWindowsXPから USBストレージ
に 250MBより大きいファイルを転送できない問題。 

3.  “Clone your PC's MAC Address“オプションを選択することにより、WAN1とWAN2

ポートに同じ MACアドレスを設定できる問題。 
4. 入ৡ、出ৡの VLANドロップパケットエントリーがダッシュボードページで正しく表示

されない問題。 
5. LANと VLAN上で同時に UPnPを有効にできない問題。 
6. IPSec VPNトンネル上では、Bandwidthルールに従って動作しない問題。 
7. SNMPWALKで IPSec詳細を表示するのに時間がかかる問題。 
8. スピルオーバのしきい値が、設定された値と正確に合致しない問題。 
9. IPSecフェイルオーバが特定の状யでしか動作しない問題。（୻：Site-to-Siteトンネル

モードでは、エンドポイントでのみ発生します。） 
10. ユーザが httpまたは ftpのような事前に定義されたサービスを選択すると、帯域幅制御

が動作しない問題。 
11. インバウンドトラフィックଵ৶のための特定のサービスサポートが動作しない問題。 
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